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【「答申」(2016)を基に作成】

■社会科・地理歴史科・公民科(以下「社会科」)で育成を目指す資質・能力

■本研究が目指すもの

学びに向かう力・

人間性等の涵養

知識・技能の習得
思考力・判断力・

表現力等の育成

■研究報告書とガイドブックは，下記の岩手県立総合教育センターのＷebページに掲載しております。
http://www1.iwate-ed.jp/tantou/kyouka/new%20index%20shakai.html

【「答申」概要(2016)を基に作成】

◎学習内容と育成を目指す資質・能力を学習活動でつなぐイメージ

資質・能力の「三つの柱」を育むことを目指
し，学習内容(「何を学ぶか」)と学習活動
（「どのように学ぶか」）を一体的に扱ってい
ることも，次期学習指導要領改訂の方向性を特
徴づけています。
本研究ではこのうち｢どのように学ぶか」に着

目して「答申」等に示された考え方を読み解
き，授業づくりにあたってのポイントを提案す
ること，併せて生徒に「何が身に付いたか」を
的確に捉え，授業改善につなげていく「学習評
価」の在り方について例示することを目指して
います。
１年次にあたる今年度は，授業実践と往還し

ながら研究理論の構築を図り，２年次の来年度
は，研究理論に基づいた授業実践とその検証を
行う予定です。
研究成果は報告書並びにガイドブックにまと

め県内外へ発信し, その考え方を広めていきた
いと考えています。

次期学習指導要領改訂が目指していることの一つは，学習内容（コンテンツ）重視から資質・能力
（コンピテンシー）重視のカリキュラムへの転換を図ろうとしている点にあります。学習指導要領の
構造を資質・能力を起点に見直し，生徒が「何ができるようになるか」の観点から，育成を目指す資
質・能力の「三つの柱」として整理しています。

◎「社会科」で育成を目指す資質・能力◎全教科等（学校教育全体）で育成を目指す
資質・能力の「三つの柱」
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資質・能力の「三つの柱」の育むために校種・教科
・科目を越えた授業改善・授業研究の視点として示さ
れたのが「主体的・対話的で深い学び」です。こうし
た学びを社会科が重視する「課題解決的な学習」の過
程で実現していくことが，次期学習指導要領改訂が目
指す方向性として示されています。
生徒が自分事として学習対象を捉えること，対話に

より納得のいく知見を得ること，個別の知識を得るだ
けでなく，構造化して捉えることが求められます。

本研究では，次期学習指導要領改訂が目指す学習活動とその充実を図るためのポイントを《５つの
ポイント》に整理しました。
まず【ポイント１】として社会科が重視する「課題を追究したり解決したりする活動」の充実を図

り，その過程で「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指すこと，「深い学び」の実現を目指し
【ポイント２】の「社会的な見方・考え方」を働かせた学びを重視することです。
また，こうした学習活動を充実させるために，「指導言」等や「学習形態・手法」の工夫を図るこ

と（【ポイント３・４】）, さらに多面的・多角的な観点から, その充実度を評価し指導改善につな
げていくため，学習評価の工夫を図ること（【ポイント５】）が大切になるものと捉えました。

■資質・能力の「三つの柱」を総合的に育む「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指して

【「答申」(2016)別添資料３-６を基に作成】

○学習課題を把握して解決への

見通しをもつ

○学習したことを振り返る

○他者との理解や考えの交流を

通して，集団や自己の理解や

考えを深める。

○「社会的な見方・考え方」を

働かせた｢課題解決的な学習｣

の充実を図る

生徒たちの学習に対する受

け身の姿勢を見通しをもっ

た積極的な姿勢に転換する

・問いの質

・適切な資料提示

・場の設定 等の工夫が必要

「概念等に関わる知識」の

獲得につなげる工夫が必要

「主体的な学び」

「対話的な学び」

「深い学び」

社会との関わりを意識して
課題を追究したり解決したりする活動

【課題解決的な学習】

◎「課題解決的な学習過程・学習活動」例

◎「主体的・対話的で深い学び」の充実に向けて

【「答申」(2016)を基に作成】

◎授業改善《５つのポイント》が機能するイメージ

ポイント１

ポイント１

ポイント３
ポイント４

ポイント2

ポイント５

◎「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
授業改善《５つのポイント》

■本研究で作成を進めているガイドブックでは，上記の《５つのポイント》について解説しています。

その概要を紹介します。
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「主体的・対話的で深い学び」は，学習者の多様なパフォーマンスを引き出
す学習です。知識量等の「量的な面」のみでなく，育成された資質・能力につ
いて，その深まりや広がりという「質的な面」からの評価も求められます。
また，評価を行うタイミングについても単元末や学期末などの「総括的な評

価」のみでなく，学習の過程における自己評価等による「形成的な評価」を重
視して，生徒自身が学びの状況を把握できるようにしていくことが大切になり
ます。

観点別評価については，資質・能力の「三つの柱」に基づき，右上の図の三観点としています。
毎回の授業でこれら全てを見取るのではなく，単元や題材のまとまりの中で見取るものとし，学習
・指導内容と評価の場面を適切に組み立てていくことが重要とされています。

次期学習指導要領改訂の方向性では，「社会的な見方・
考え方」が「深い学び」に至る鍵になるものとされていま
す。その捉えを，

などとして，位置付けを明確にしています。

社会的事象等について追究しようとする「視点」から
「問い」が生まれ，「問い」が「考察・構想」に向かわ
せ，「考察・構想」が「概念等に関わる知識」の獲得につ
ながっていきます。「社会的な見方・考え方」を働かせる
ためには，学びの過程における「問い」の質を向上させる
ことが鍵になるものと考えられます。

これからの授業では教員個々が「社会的な見方・考え
方」について深く理解し，具体的な教育内容，教材に即し
て社会的事象等を見たり考えたりする視点を生徒に提示で
きるかが，問われることになります。

※「概念等に関わる知識」 ⇒ 意味や特色を説明する知識

◆「社会的な見方・考え方」とは

○社会的事象等について考察したり，構想したりする際の
視点や方法
○学びの過程の中で概念等に関わる知識を身に付けるため
に必要となるもの
○思考力・判断力・表現力の育成や生きて働く知識の獲
得，主体的に学習に取り組む態度等にも作用する資質・
能力全体に関わるもの（右図のイメージ）

◆「社会的な見方・考え方」を働かせる学びについての考え方

の
「主体的に関わろうとする態度」

【「審議の取りまとめ」を基に作成】

◎「社会的な見方・考え方」が機能するイメージ

◎「社会的な見方・考え方」を働かせるイメージ

◎評価の三観点〔社会科〕

評価の場面を

イメージすると・・・
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○次期学習指導要領が目指す授業づくりの視点に基づき，１単元の授業を構想し，その一部

を実践することで，実践上の留意点を見出すことができました。

○高等学校においても「課題解決的な学習」や「単元を意識した授業づくり」が有効である

ことが確認できました。

○授業実践で見出した実践上の留意点を意識しつつ，生徒の実態を的確に捉えながら，スモ

ールステップで実践を重ねていきたいと思います。

○年度当初に育成を目指す資質・能力を教科の枠を越えて共有し，各教科の授業実践に取り

組んでいくことが必要と考えました。

【課題】

◎ガイドブック〔平成28年度版〕

■研究のまとめ（２年研究の１年次）

《ガイドブックの主な内容》

Ⅰ 育成を目指す資質・能力「何ができるようになるか」

Ⅱ 資質・能力の「三つの柱」を総合的に育む授業の在り方

「どのように学ぶか」「何が身に付いたか」

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

《５つのポイント》

Ⅲ 資料

・「社会的な見方・考え方」を働かせたイメージ

・社会科における「ポートフォリオ評価」の考え方（例）

・社会科における「パフォーマンス評価」の考え方（例）

・社会科における「ルーブリック」の作成と活用（例）

◎授業実践後の所感（実践上の留意点）

【成果】

★次期学習指導要領改訂の方向性に沿った実践・交流が期待

されています。本ガイドブックをその一助としてご活用い

ただければ幸いです。

※最新の情報を取り入れつつ改訂して参ります。

■研究報告書とガイドブックは，下記の岩手県立総合教育センターのWebページに掲載しております。

また、本研究の総論も掲載しておりますので，併せてご覧下さい。

http://www1.iwateed.jp/kankou/kkenkyu/172cd/h28ken.html


